
浄水器「磨水Ⅳ」の除去項目（NSF基準）



浄水器「磨水Ⅳ」の除去項目（JIS・JWPAS基準）

浄水器「磨水Ⅳ」の認証について

PFAS の除去も確認されています。（PFOS・PFOA）
有機フッ素化合物（PFAS）の一種であるPFOS・PFOAも除去できることが
確認されています。

※JWPAS B.210浄水器の除去性能等試験方法に関する規格基準に従い、第三者機関にて実施。

PFAS
除去

カートリッジの交換目安は、確実な安全と「バックデータ重視」で【 3,000ℓ  or 12ヶ月 】

総ろ過流量は「JIS S 3201」での試験結果を基準にした場合「8,500ℓ」となりますが、
「磨水Ⅳ」では、「NSF基準」で98項目の有害物質除去が認められた「3,000ℓ」、もしくは、ご使用量が3,000ℓ（＝1日約8ℓ）以下であった場合でも、
浄水器をより安全、安心にご使用いただくため、12ヶ月（1年間）をカートリッジの交換目安としております。

アメリカ

公益社団法人日本水道協会（JWWA)によって
厚生労働省令で定める基準に適合していることが認められた
「日本水道協会認証品」です。

環境ホルモン・ダイオキシンを含む有害
物質除去性能試験をクリア。世界40カ国
以上。病院、研究機関などでも採用され
ているNSF認証カートリッジを採用して
います。 ※水栓の先に取り付けられるタイプの浄水器は認証登録の対象外のため、

　アンダーシンクタイプ（J207P-B）のみ

認証番号「W-111」
日本　

アンダーシンクタイプのみ

さらに+2物質！

日本水道協会認証品
NSF認証

カートリッジを採用


